
(千種区　18.18K㎡）

総数 男 女 世帯数 人口

1 千 種 6,112 9,532 4,770 4,762    66    83

2 千 石 4,341 7,023 3,527 3,496    73    66

3 内 山 5,981 8,166 4,382 3,784    47    42

4 大 和 3,735 6,761 3,360 3,401    93    120

5 上 野 7,538 15,304 7,455 7,849    79    111

6 高 見 7,737 13,564 6,448 7,116    89    103

7 春 岡 7,500 11,353 6,033 5,320    70    57

8 田 代 11,428 21,817 10,445 11,372    27    28

9 東 山 10,454 18,930 9,230 9,700    60    75

10 見 付 4,618 8,381 4,226 4,155    60    40

11 星 ケ 丘 3,630 6,827 3,030 3,797    14    14

12 自 由 ケ 丘 3,532 6,983 3,157 3,826    1 △ 13

13 富 士 見 台 6,508 14,835 6,717 8,118 △ 7 △ 31

14 宮 根 3,852 7,878 3,633 4,245    11    12

15 千 代 田 橋 3,790 8,046 3,756 4,290    7 △ 8

90,756 165,400 80,169 85,231    690    699

89,596 165,353 80,187 85,166    863    1,015

1160 47 △ 18 65 △ 173 △ 316

1,188,442 2,335,144 1,145,776 1,189,368    5,887    5,498

3,387,833 7,448,620 3,708,989 3,739,631    13,517 △ 4,939

出 生 死 亡 自然増減 転 入 転 出 社会増減
79 136 △ 57 2,156 1,400    756

昭和６０年 163,762 平成１７年 153,118

平成　２年 156,478 平成２２年 160,015

平成　７年 148,847 平成２７年 164,696

平成１２年 148,537 令和　２年 165,245

注）

愛 知 県
（ R7.4.1 ）

令和７年５月１日現在の世帯数と人口

学区名 世帯数
人 口 対前月増減

千 種 区 計

R6.5.1

対 前 年 比

名 古 屋 市

【

参
考
】

国勢調査千種区人口 これまでの最大人口と最小人口(千種区)

最大人口 173,598 (昭和50年2月1日)

最小人口 146,727 (平成11年4月1日)

学区別の世帯数と人口は、令和2年国勢調査結果を基礎とした本市独自の推計値であり、後日総務省から公
表される数値と異なる場合があります。

統計なごやweb版　　http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/67-5-0-0-0-0-0-0-0-0.html

前月中の
増減内訳

自然動態 社会動態

http://#


千種区の世帯数と人口増減の概況 

 

  令和 7 年 5 月 1 日現在の千種区の世帯数は前月比 690 世帯増の 90,756 世帯となってお

り、人口は前月比 699 人増の 165,400 人となっています。 
今回は千種区の世帯数と人口増減の内訳を学区単位で見ていきます。 

令和 6 年 10 月現在の千種区の学区別世帯数は、多い方から田代学区（11,361 世帯）、東山

学区（10,402 世帯）、上野学区（7,568 世帯）となっています。世帯増加率（対平成 27 年 10

月比）を見てみると、千種区全体では 5.7%で名古屋市全体（１2.3%）を下回っています。千

種区の学区別世帯増加率を大きい順に並べると、内山（＋16.9％）、千種（＋14.6％）、大和（＋

12.9％）、千石（＋10.3％）、春岡（＋9.0％）、高見（＋6.2％）学区の順になります（図 1）。 

また、令和 6 年 10 月現在の千種区の学区別人口数は、多い方から田代学区（21,883 人）、

東山学区（18,982 人）、上野学区（15,390 人）となっています。人口増加率（対平成 27 年

10 月比）を見てみると、千種区全体では 0.6%で名古屋市全体（2.6%）を下回っています。千

種区の学区別人口増加率を大きい順に並べると、内山（＋11.1％）、千種（＋7.8％）、春岡 

（＋3.9％）、千石（＋3.5％）、大和（＋３.3％）、星ヶ丘（＋２.4％）学区の順となっています。

（図２） 

図１：千種区の学区別世帯増加率上位 3 学区（対平成 27 年比） 各年１０月１日現在 

図 2：千種区の学区別人口増加率上位 3 学区（対平成 27 年比） 各年１０月１日現在 
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